
第 2回「町田市北部丘陵活性化計画アクションプラン」検討委員会 会議録要旨
【会議日時及び場所】

日 時  2019年 2月 8日 (金) 14:00～ 16:00
場 所  町田市役所 2階 21会議室
【出席者】(敬称略)

■委員             ヽ

図司 直也 (委員長)、 柳沢 厚 (扇1委員長 )、 老沼 敬助、若林 幸三、熊谷 正廣、田中 英夫、
大谷 直勝、中丸 康明、曲崎 凱史、岸 由二、福原 斉、尾留川 朗、間仁田 修、宮下 徹
■事務局

荻原北部・農政担当部長、石井農業振興課北部・里山担当課長、中川担当係長、松井担当係長、井

上主任、浅場主事

■オブザーバー

井上農業振興課長

■傍聴者

0人

【資料】

次第

(資料 1)第 1回検討委員会での主な意見及び対応について (資料 1)

(資料 2)町田市北部丘陵活性化計画アクシヨンプラン進捗確認シー ト

【議事要脅】                   ―

・事務局より、北部丘陵地域での事業の進捗状況等を説明した。

・委員より質疑応答を受け、意見交換を行った。

【会議内容】

1 開会あいさつ

経済観光部北部 `農政担当部長より挨拶

2 議事
(説 Hデl)

・2o18年度第 lF口 1検討委員会での主な意見及び対応について(資料 1)の主な事項を事務局か

ら説明

(説明)

・町田市北部丘陵活性化計画アクションプランの進捗確認シー トについて、(資料 2)イこ基づ

いて事務局から説 Fナl

3 その他
(意見交換 )

・「町田市北部丘陵活性化計画アクションプランJについて各委員から意見

4 閉会



■意見等

(委員)

。年度周標の評価について、○、△、×というのは、市で決める自己評価であるのか。検討委員

会で評価を決めなくてよいのか。

事業番号 3の ドリームミーティングについて、小山 L日地域では疑間に思つている。良い意見が

出たが、どんな意見が出たか市が公表しない。どう進めるのか、市と参加者で食い違いがある

ため、がっかりした。年度目標の評価は○ではなく、×ではないか。

事業番号 2の山林バンクについて、事業がふっと湧いてきた印象がある。どの場所でやるのか

公表し、公に申し出て実施する方がよいのでは。実施する場所が、自らの担当エジアであるに

もかかわらず、小注I田中部街づくり協議会の代表である私が知らない。市が団体とのつながり

の中で事業を進めているのは疑間である。小山田中部街づくり協議会とも関わりながら事業を

進めてほしい。

事業番号 Hの生活道路を進めるのはよい。ただ、都道 155号線を市が整備するのは間違って

いる。市が以前、重複認定すればよいと発言していたが、道路の認定は議会の議決事項であり、

議員の半数の可決が必要である。そのため、議会で重複認定ができればよい。

下小山藤l町内会から、ジサイクルセンターの建替えに伴い、生活道路の地元要望を出し、2路

線のうち、1路線は進みそうである。この進捗確認シー トにその生活道路を記載しない理由が

わからない。

事業番号113の市街化調整区域地区計画運用指針は、今現在策定されていない。

事業番号 12の新規バスルー トについては、ありがたい。要望としては、今は 10人乗りである

ため、乗れずに通過されることがある。また、土日祝が連体であるため、運体を欠'日 らない利用

者がバスを待っていることがあるcその利用者を唐木田まで乗せたこともある。使い勝手が悪

い。年末年始は運体でもよいが、土日祝、通勤通学の時間帯や帰宅する 22時台の運行がある

とよい。

(委員長)                      '
。年度目標の評価の付け方や委員の評価について、事務局はどのように考えているのか。

(事務局)

・事業の主管課が、評価をつけている。全くの空欄であると、委員も評価するのは大変だと思う。

そのため、事務局で評価をつけるのは仕方ない。委員から意見があれば、持ち帰り各主管課で

協議する。仕事日標など、色々な計画で評価は同じように記載している。

まだ、事業を終ってないとの意見については、3月 31日 までにできる見込み (前提)で記載

している。2017年度は、検討委員会の前とその後で別段の構成にしていたが、わかりにくい

ため、2018年度はまとめて記載した。2019年度予定している第 1回の検討委員会では、2018

年度の結果を提出できると思う。

l亀林バンクの団体とのマッチングについて、団体の募集は本格運用する 2020年度を予定して

いる。2019年度まで試行運用を行う。2020年度の本格運用には漏れがないように進めていき

たい。

(委員)

・曲林バンクの募集に対して、参加できる基準がわからない。
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(事務局)

。先ほど紹介した東谷戸での取り組みの際は、地域の関係者と近隣で活動しているNPO法 人ま
ちだ結の里へ周知を行つた。

(委員 )

・地域の関係者からは、市から話は受けているが、あんな場所で竹を整備しても意味がないと聞

いている。個人に話をするのではなく、地区の代表に話 してほしい。

(事務局)

,地元の地権者でもある元町内会長と相談し、市と活動団体 (HATARAKU認 知症ネットワーク)、

地域住民や小山田大龍地区街づくりを考える会の 3者での立会いは必要ないと言われていたと

(委員)

・新聞の掲載で注目されたが、市全体として考えた時、北部丘陵地域が良い街づくりができてい

るかは疑閥である。全体の中で、事業を選び進めていくのがよい。将来の足かせとなる事業は

良くない。土地の境界 )ヽ決まっていない中で、事業を進める事務局にも不満がある。

(委員)

。何か行う際に全員の承諾を待っていては、いつになつても何もできない。周囲に活動の取り組

みを通して認めてもらう方がよい。ただ、地元との話し合いも必要。

(委員)                    .
。活動自体は立派であるが、事業をやりたい人が行えるように公募で団体を募集するべきである。

今は、事務局の担当者と親しい団体が事業を進めている印象がある。

(委員)

。モデル事業で、HATARAKU認知症ネットフークが NHKか ら賞を受賞したとのことだが、この賞

を受けた団体はウィズという団体か。

(事務局)

・HATARAKU認知症ネットワークの代表の方が、色んな団体に関わっているため、ウィズという

団体に関わらている可能性はある。

(委員)

・地域としては、周りに賞を受賞したことを知ってく)ら い、評価 してく)ら うのはよいことだと思

つているが、このことを今初めて知った。地域に ^切話しを持ってきていないため、寂しい。

地域への周知を考えてはしい。

(事務局)

,モデル事業につヤ`ては、「果題出しを含めて行っている。課題は、本格的な検討をする除の材料

としている。事庫tの周知や活動の目的を伝えることは必要であるため、課題としていきたい。

(委員 )

・地域の委員への連絡、コミュニケーションがなければ、周りの人から懐疑的な日で見られる。

活動者にもプラスにならないため考えてほしい。

(副委員長)

。モデル事業とはいえ、情報をオープンにしてはどうか。参加者には一定の基準がいるのではな

い か 。
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(委員)           '
・事業は、地域からの自己中告制で行っている。市から持ち掛けられた話しではない。′卜山田四

季彩の森は市からの投げかけであったが、ヤマツツジの里は地元からの動きである。地域への

話しはしてほしい。

(副委員長)

・基準を持って、地元と話してもらうことが必要

(委員)

・話し合いがないと(活動団体と地域で軋蝶が生まれるのは、過去に経験しているのでよくわか

る。

(委員長)

・基準と報告、フィー ドバックを行い、情報を知ってもらう。効果を検証するまでの仕組みを入

れること。情報を地域に伝えるだけと効果を検証するまででは意味合いが違う。

(委員)     .
・バスルー トについて、今までの廂1用状況は調査しているのか。

(事務局)

・土日祝に運行するとは聞いていない。意見があつたことは伝える。利用状況はデータが手元に

ないため、データについては別途報告する。

(委員)

・データは市の HPに載っている。

(委員)                           '
・夜は運行がなく、日中は利用者がいない。進捗シー トには 2019年 8月 に、運行する準備が整

ろたとの記載がある。もう運行しているのか。

(委員)

。今工事中である。8月 に運行することは初めてF耳日いたc

(委員)

。徒歩だと40～ 50分かかるのでありがたい。

(萎員)

・乗車定員が少なく、朝 1ま乗れない恐れもあるので怖くて乗れないが、事業はありがたい。

(事務局)

と2018年上半期の運行状況は、70人後半。1台あたり平均すると2.2～ 2.6人を通勤時には乗れ

ないが、日中は空きが目立つということと思う。

(委員)

・担業部署がデータを知らないのは恥ずかしい。進捗シー トの項目に身を入れてはしいし、地域

とコミュニケーションをとつてほしい。

(委員)

・試行で行っており、8月 から本格運用する。

(委員)

・親威がバスを利用している。利用調査しているのか。人がいない時に運行している。今までバ

スがないので遠日りしていた。いつ、どんなバスがほしいか調査した上で、8月 の本格運用を
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してほしい。

(委員)

・車は 3台購入して、その内 2台運行している。1台は予備。

(委員 )

・意見を配慮した方がよい。

(委員)

・8月 の運行はよい。

(委員長)

・情報を伝えていくことも市の責任でもある。

(事務局)

。後ほど、市の見解を詳しく説明する。

(委員 )

。鶴見川の報告については、ありがとうございました。市が内容を把握していることが大切c河

川整備が未定とのことであるが、河川整備計画の改定があるためく整備するためには、計画に

盛り込んでもらわなければならない。そうしないと、都の都合だけの改修になる。どういう改

修をするかで、小曲四中部街づくり協議会やジサイクルセンター周辺の計画にもつながると

東京都は予算があるため、計画に反映できるように伝えていかなければならない。

事業番号 14の保水の森の柵の設置は完了したのか。結果の連絡がきていない。

(事務局)

・これから整備する予定である。

(委員)'
元々、鶴見川源流ネットワークが 40ヘクタール (3区域)の管理を行っていたが、現在はヤ
マツツジの里は田中谷戸街づくり協議会、野中谷戸は鶴見川源流ネットワーク、残る源源流は

管理者が決まうていない。そのため、源源流をどのようにしていくか市の考えを聞きたい。都

の防災部署でも危吾父であることは把握している。

講師謝ネLの 40万円とは、全て小曲田四季彩の森で使用しているのか。

(事務局)      .
・小山田四季彩の森のイベント2回 と木こり応援隊のイベントの 2つで使用している。

(委員)

・謝ネLは、個人または組織に払つているのか。               1
(事務局)

・複数の個人に支拡っている。

(委員)

・MTBの 活動について、中身は大賛成。ただし、関係する協議会や担当地区のア ドバイザーで
ある私が知らないのは問題。    

｀

(事務局)                           ヽ

。今後は周知していく。                              ｀

(委員)

。事業番号 Hについて、要望路線の 1つが進みそうであるので、そこを記載すれば評価はOに
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なるのでは。道路政策課から情報が入つていなし`のか。

(事務局)

・記載方法及び評価については、道路政策課と相談する。

～「町田市北部丘陵活性化計画アクションプランJについての意見及び質問～   
「

(委員)

。この検討委員会の時間を延ばせないか。

(事務局)

。次の予定があり、延ぼすのは難しいためコンパクトに意見をお願いしたい。

(委員)

・進捗確認シー トについて、できていることはできている、できていないことはできていないと

記載した方がよい。はっきりとした表現の方が行政も楽になれるのではc里曲交流館も運営は

大変。目標である来場者の達成のために月に 3000人を計画しているが、12月 から2月 は、月

に 2000人がいいとこである。近隣の方が来場するのが大切。来場してもらうために、考えな

ければならない。竹林の活用ができたらと思つている。年に 40個のイベントを開催している。

(委員)

。できていないことはできていないと、わかりやすい進捗確認シー トを作成したはうがよい。

(委員)

・事業番号 5のイベントの件で、イベントの成功に関する評価がない。申込率のみの記載である。

イベントスタジオも実施する目的が何かはっきりしない。実施することが先行している。結果

や目的をはつきりさせたい。

(委員)

・評価が出るまでのプロセスが見えない。推進ネットワークについても、プラントフオ
~ムの概

念が古い。発信するものを共有することが大切 (活
=チ

」者間や市の妻力き)。 小さなプラットフォ

ームの概念を考えてもらいたい。当事者問だけではなく、利害関係者にどう伝えていくのか。

意見を言えなかつたり、事後で情報把握するのはよくない。

(委員)

・事業番号 5のイベントについて、日標は何%にするのか、定員は何人にするのか等のlラR題もあ

る。町田市観光コンがンション協会で実施しているイベントもこの進捗確認シー トには反映さ

れていない。ガイ ドウォークも開催しており、町田市観光コンベンション協会では、現地で

NPOが 実施している取組か注意事項で説明している。ツアーで地域に落とすのに、小野路には

里世1交流館があるが、小曲閉にはない。現地の紹介を通じて、北部丘陵の良さを PRし、里曲

の保全活動につながればと思つている。

(委員)

・活動団体以外の方が説明すると、誤りがあるため、代わりに説明するのはやめてほしい。町田

市観光コンベンション協会とはつながって情報共有していきたい。

(委員)

・アクションプランでは、5つの重ど煮事業がある。本質的に進むのかが大切。行政側と地元側で

違いがある。委員の評価、一般の方の評価も大切であることを感じた。
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(委員)

・町内会長を長くやっているが、市が何の活動をしているか知らない。知らないことをやって )ヽ、

評価できない。

(委員 )

・2回 目の検討委員会参加となる。市から細かい説明があるが、話を聞いて、必要なことを地域

に周知してほしいと思った。

(委員)

・2回 目の検討委員会参力置であるため、内容をよく理解していない。事業の項目は委員で決めた

のか。それとも自然発生したものであるのか。

(事務局)

・2016年度に委員会形式で、6回行い項目を決めた。ゼロからでは難しいため、事務局から案を

提示し、意見交換しながらつくっていった。

(委員)

・事業の最終的な目標があり、事業が良いか悪いかではなく、進捗状況に対しての評価をしてい

るこどがわかった。

(委員)

・アクションプランは進まないことを実感した。 1月 20日 、協議会を開催したが、事業が膠着

状態であるため、まずは地域の資源を見つめなおし、資源をマップに落とすことから始めよう

ということになった。

(委員)

・アクションプランの項目のうち、1番気になるのが、事業番号 13の市街化調整区域における

地区計画活用の考え方の決定である。アクションプランが員尭に 2年経過している。農業振興課

の意見が聞きたい。法令の改正も検討してほしい。市街化区域の生産緑地も指定から30年で

市が取得してくれる。まずは、市で道路をもう少し整備してほしい。

市街化調整区域にある山林や農地も固定資産税や相続税も払い、なおかつ維持管理に労力がか

かる。市に固定資産税や相続税を免除する等、法令改正も含めて補助してほしい。

(委員)

|ア クションプランで全項目の評価が◎となうても、地域は良くならない。全体をよくするには

活性化計画の見直しが必要。この地域で農業を主体としては生活していけない。外から来る人

は自然があり喜ぶが。農地を数多く持つ市は大変である。農地は農地以外には利用できない。

小世!四小の北側にある畑は本当に畑として利用するのか。1呑の地主である市が山は山林バン

ク、畑は農地バンクとして考えている。そのため、元の計画を変える必要がある。

地区計画もできてきたが、沿道以外は保全することになっている。都民や国民が有効に利用で

きるように計画を変えていかなければならない。そのためにも、北部丘陵担当の部署が、農業

振興課であるのはおかしい。

(委員)

・畑や森林を事実上の雑種地にしないと計画も策定できない。本を農地に植樹するのもいけない。

政治が変わらなければ変わらないだろう。
)      '    

‐
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(委員)                          |
・7害1の市の畑と3割の民の畑。区画を変更して良いまちづくりをする必要が市にはある。

(委員)

。まちだ○ごと大作戦で、小さなNPOと もつながりができてきた。このつながりもアクションプ

ランに関与してくればよいのでは。

(委員)

・小山田と小野路では、進み方が違うため 2つに分けたほうがよい。

(委員)     .
・市街化調整区域の畑や曲林の維持管理は大変。NPO等に支援してtユ しい。

(副委員長)

・農業振興課が街づくりを担当するのは間違らている。しかし、アクションプランはこのメンバ

ー中心に策定した。まずは、ここの事業を進めるのは大切である。進捗確認シー トもあつさり

とした記載ではなく、詳細に記載し、認識が共有できるようにする。どこで何がどういう成果

であるのか。説明はあつさりでよい。組織 F口尋の連携については、当面は小さなプラットフォー

ム間になる。事業番号 3で 3年でプラットフォームができると記載してあるが、どういう構成

でどういう役割であるのか、運営原則のイメージをつくることが大切。まずは、当面、何をや

るのか記載する。小さなプラットフォ‐ムではなく、今活動している団体が一同に集まり意見

交換を行えるように市が調整する。着地の組織をイメージするためにも、早急に検討する必唆‐

がある。

(委員)

・情報交換しても、その会に来た人がその活動団体に情報を流すとは限らない。その会に来た人

が最初の情報交換する場に再度報告するような仕組みが必要。

(副委員長)

・共有することは大切c

(委員長)

・行政起点のネットワ▼クc地元や外部が集まるのがこの場である。そのため、うまく情報交換

することが必要。私見であるが、ここの情報を新聞等のアナログで発信することは有効である。

評価のプロセスにおいても、顔が見えて、動きがわかることが入とデJ。 場合によつては活動団体

に確認し、様子がわかるものをできるだけ拾い集めていく。次の計画にもつながるため、今後

の宿題も含め次の 2年は大切。

(事務局)

・2時 FЯ弓ありがとうございました。できるところから進めていく。資料や情報提供についても引

き続き意見をお願いしたい。

検討委員会の回数についても意見を頂いているが、約束はできない。次回は 7月 下旬から8月

上旬の予定であるむ次の進め方の検討後、連絡する。
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